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DNA や RNA 二重鎖の光架橋法は、簡便かつ反応系を

汚染せずに二重鎖を安定化できることから化学や生化

学における有用なツールである。これまでに我々は、

DNA や RNA 二重鎖内において、D-threoninol リンカー

を介して導入したスチルベン誘導体の[2+2]光環化付加

反応が選択的に進行することを見出している 1, 2。しか

しながら、紫外光を利用した光反応では、細胞損傷を起

こすなど生体適合性に問題があった。そこで、本研究で

はRu(II)錯体で stilbeneの二量化反応を触媒することで、

可視光によって DNA 二重鎖を光架橋し、安定化する新

たな手法の開発を目指した。 

相補的な位置に stilbene を 1 対導入した DNA 二重鎖

に Ru(II)錯体導入 DNA を添加することで三重鎖を調製

し、450 nm の可視光を照射した。可視光照射の前後にお

ける HPLC 分析を行った結果、光照射前では 2 つの

stilbene 導入 DNA のピークが観察されたのに対し、光照

射後ではこれらのピークが減少し新たに単一のピーク

の生成が観察された（Fig. 1）。また、可視光照射により

DNA 二重鎖の融解温度が大幅に上昇した（Fig. 2）。

MALDI-TOF-MS による質量分析の結果から、この生成

物は stilbene の二量化によって架橋された二重鎖である

ことが確認された。この結果より、stilbene の二量化反

応のみが進行し、他の副反応は起こっていないことが確

認された。一方 Ru(II)錯体が存在しない場合や stilbene

を 1 分子のみ導入した場合は、可視光を照射しても光架

橋反応は進行しなかった。以上より、Ru(II)錯体による

stilbene の二量化反応を利用することで、可視光により

DNA 二重鎖を架橋し安定化する手法の開発に成功し

た。 
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Sheme 1. Sequences of DNA. Chemical structures 
of stilbene and Ru(bpy)3 are also shown. 

Figure 2. Melting curves of DNA triplex before 
and after photoirradiation at 450 nm. 

Figure 1. HPLC profiles of DNA triplex before 
and after photoirradiation at 450 nm. 
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